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江差町総合戦略検証委員会  
可視化（見える化）資料 

令和元年１０月 
江差町 

1 ページ



江差町ふるさと応援寄附金の概要（ふるさと納税）       「小さな町の大きな挑戦」～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～  平成２７年度より、特典付制度（お礼品）による運用を開始し、全国の多くの皆さまよりご寄附をいただきました。 これからも、「小さな町の大きな挑戦」～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～と銘打ち、ふるさと納税を
通じた、町の活性化を図っていきます。 

寄附金額及び寄附件数・事業者数及び返礼品数の推移 

平成３０年度ふるさと応援寄附金活用事業 
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※評価が高かった声 
・品物の香りや味に対して、美味しかっ 

 た等の声を頂いた。         

・町長さんの手書きのお礼文からは心が 

 伝わってきて、江差町を応援したくな 

 りました。 

・江差町という地域に興味がわき、いつ 

 かいけると良いと思った。 

ふるさと応援寄附金各種統計[ランキング] （金額の単位：円）  

※評価が低かった声 
・品物の量や質、香りや味に対して、不満 

 の声を頂いた。 

（Ａ商品に対して、届くのを楽しみにして 

 いたが、届いた商品にがっかりした。） 

（Ｂ商品に対して、説明文にあるような大 

 きさや味ではなかった。） 
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江差町まちづくり推進交付金の概要について  当町では、平成２８年度より「江差町まち・ひと・しごと総合戦略」の実施に伴い、ま
ちづくりの観点から、対応する必要のある重点課題や懸案事項、更には地域の活性化に資す
る各種の取り組みに対し、予算の範囲内において交付金を交付しています。 

【事業年度】平成30年度 
【申請者】オフィスKAZUMI 
【交付対象事業費】5,994,000円 
【交付決定額】2,990,000円（1/2以内） 

【事業の効果】 
 姥神町にある遊休不動産を活用し、新たにコ
ミュニティカフェを創業。 
 地域のコミュニティスペースを確保したことで、
様々な世代が多様なチャンネルを用いて交流、地
域の元気づくりの発信に大きく寄与している。 
 また、江差追分道場として活用することにより、
世代を問わず地域の宝である「江差追分」の普
及・伝承につながっている。 
 更には、町内の空き店舗を有効に活用したこと
で、北の江の島構想の入り口として相応しい環境
を整えることができた。 

活用事例①：空き店舗等再生促進事業 活用実績 
ソフト系 件数 金額 件数 金額 件数 金額

若者交流促進事業 1 1,998 1 700

美しい村活動推進事業 3 1,537 2 1,040 3 1,471

空き店舗等活用促進事業 1 200 2 860 2 800

地域ブランド開発等支援事業 4 2,017 6 1,644 3 1,136

一般事業 5 1,026 2 180

小計 14 6,778 11 4,244 10 3,587

ハード系 件数 金額 件数 金額 件数 金額

宿泊施設整備促進事業

産業基盤強化施設整備促

進事業

空き店舗等再生促進事業 1 3,000 1 2,310 1 2,990

小計 1 3,000 1 2,310 1 2,990

15 9,778 12 6,554 11 6,577

H28 H29 H30

計

事業名/年度

（単位：千円） 

[before] 

[after] 

江差町まちづくり推進交付金 基本目標①事業No.2 

基本目標②事業No.38 

基本目標③事業No.46 

回答書2P,16P,17P,18P,19P 
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【事業年度】平成29年度 【申請者】㈱北前水産 
【交付対象事業費】371,520円 
【交付決定額】247,000円（2/3以内） 

【事業の効果】 
 「江差産すわいがに」は、これまで、主に加工用として出荷してい
たほか、町内では、漁師の直売所での販売や宿泊施設、飲食店
で提供されていた。 
 パッケージを作成するで、「江差産」のＰＲと、町の特産品として
ブランド化、販路拡大、ふるさと納税返礼品として充実を図ること
ができ、地域活性化に繋がった。 

活用事例②：地域ブランド開発等支援事業 
【事業年度】平成30年度  
【申請者】江差いにしえバル街実行委員会 
【交付対象事業費】241,090円 
【交付決定額】120,000円（1/2以内） 

【事業の効果】 
 函館西部地区で始まった飲み歩きイベント「バル街」はこれま
で全国各地で行われ、手軽に賑わいを喚起できるとともに、地
域の良さを再発見できる機会であり、地域活性化の一手法とし
て定着している。 
 今回、江差いにしえ街道で実施したことにより、町内の方々を
はじめ、町外からのお客さんを迎えることで、江差の魅力の再発
見と、賑わいづくりに貢献した。 

活用事例③：一般事業 【事業年度】平成30年度 【申請者】(有)グリーンネット恵 
【交付対象事業費】729,991円 
【交付決定額】486,000円（2/3以内） 

【事業の効果】 
 江差産いちごを活用した新商品開発により、江差町の新たな
土産品や特産品、ふるさと納税お礼品として充実が図られ「江
差産いちご」の高付加価値化、販路拡大、地域活性化、地域
PRにつながった。 【イチゴマスカルーネ】 

【事業年度】平成30年度 【申請者】えさし水土里の会 
【交付対象事業費】620,568円 
【交付決定額】412,000円（2/3以内） 

【事業の効果】 
 ふるさと納税返礼品送付用として、これまでの市販されている
カートンを利用していたが、材質が弱いため送付時等、品質確
保に課題があった。 
 今回、江差産アスパラガスとして独自のデザイン・パッケージと、
併せて丈夫なカートンを制作したことにより品質確保と、町のＰ
Ｒ及び農業の活性化に繋がった。 

① 

② 

③ 
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2018 ひやま食・観光フェア「檜山管内７町と東京都特別区との連携事業」 
●事業目的 
 ひやまブランドの定着に向けて、首都圏域への浸透を図る。 

 会場では、特産品の販売を通して檜山地域のＰＲに努めるとともに、来場者へのアンケート調
査を行い、檜山地域の認知度や観光ニーズ等について把握する。 

●開催年月日  平成３１年２月９日（土）、１０日（日） 

●開催会場   東急プラザ蒲田（７階イベントスペース）及び蒲田駅西口駅前広場 

●来場者数   延3,300人（参考：H29年度 3,400人・H28年度 3,000人） 

●購入客数   延  936人（参考：H29年度   984人） 

●売上金額     301万円（参考：H29年度   307万円・H28年度 219万円） 

檜山７町と東京都特別区との連携事業（地方創
生推進交付金事業） 

基本目標②事業№30 回答書12P,13P 
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乙部町  
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海･山・川!!障がい者が満喫するバリアフリーレ
ジャーと地域づくりの相互連携事業（地方創生
推進交付金事業） 

基本目標②事業№31 回答書13P 

●PR冊子の作成 

 ・事業主体 檜山振興局・各町  ・作成年度 令和元年８月 

 ・作成部数 10,000部      ・作成規格 B5版２つ折り20ページ 

 ・配布場所 渡島、檜山の道の駅及び観光案内所、全国バリアフリーツアーセンター 

       JR函館駅、JR新函館北斗駅、JR五稜郭駅、JR八雲駅、JR長万部駅 
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バリアフリーレジャー用品貸出実績（単位：件、台） 

品名 H28 H29 H30 保有台数 

電動カート 1 5 1 3 

電動アシスト付自転車 28 35 94 5 

車椅子 4 15 10 1 

歩行車 0 2 0 1 

ベビーカー 0 1 0 1 

合計 33 58 105 

●貸出無料 

●貸出・返却施設 

 江差観光情報総合案内所 

●ご利用期間 

  ○営業期間 ４月１日～10月31日 

  ○営業時間 ９時00分～16時30分 

●開陽丸記念館内には昇降機も設置
しています！ 

 車椅子でのご来館や階段の昇り降
りが大変なお客様にご用意しており
ます。 
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江差マリンスポーツ交流センターの整備 
[H29地方創生拠点整備交付金事業] 

【事業目的】 
 江差港マリーナ艇庫をマリンスポーツ等のアクティビティの拠点施設としてリノベー
ションし、マリンアクティビティを商品化することで新たな体験メニューの構築を図る。 

また、マリーナ施設利用者の宿泊も可能な施設とすることで、海洋スポーツ等の合宿誘
致等につなげることで交流人口の拡大を図る。 

【実施内容】 

◎総事業費：59,152千円 

≪事業実績：拠点整備≫ 

◆実施設計委託   4,590千円 

◆工事監理委託   1,566千円 

◆工事請負費   48,438千円 

◆建築確認申請手数料 28千円 

≪事業実績：効果促進≫ 

マリンフェスタ開催  747千円 

備品購入（マリンジェット・救助用ボートほか）           

                   3,783千円 

before 

after 

西側外観 

before after 

事務室(1F) 

旧女子トイレ(1F) 

女子更衣室 

before 

after 

旧男子トイレ(1F) 

before 

after 

男子トイレ 

after before 

食堂(2F) 

before 

宿泊室(2F) 

after 

廊下(1F) 

after 

after 

廊下(2F) 

before before 

after 

江差マリンスポーツ交流センターの整備（地方
創生推進交付金事業） 

基本目標②事業№36 回答書15P,16P 
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ESASHI-AMUSE-SEA-FESTA 
エサシ アミューズ シー フェスタ 

と き 令和元年７月２８日（日曜日）※荒天のため土曜日は中止 
ところ 江差湊マリーナ・開陽丸前広場 
参加者 延べ２５０名 
主 催 江差町・江差町教育委員会 

クルージング 海のいきものタッチプール 

カヤック体験 ＳＵＰ体験 

スタンドアップパドルサーフィン 

釣堀体験 

ジェットドライブ体験 

バナナボート体験 えびす浜で砂遊び 

●事業目的 
町のシンボルである「 島」周辺の賑わいを創出するため、江差港マリーナを活用
した事業展開により施設の有効活用と利用促進を図るとともに、マリンスポーツの

拠点化を進め、「北の江の島構想」による交流人口の拡大及び地域活性化を図る。 江差マリンスポーツ交流センターの整備（地方
創生推進交付金事業） 

基本目標②事業№36 回答書15P,16P 
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ぷらっと江差の充実 基本目標①事業№５ 回答書 ３Ｐ 

開陽丸青少年センター管理棟への入館者カウントセンサーと来館者の状況 

区分 

来   客 

センサー数 

 (※1,2) 

開陽丸 

有  料 

入館者数 

ぷらっと 

レジ通過 

客  数 

 
開陽丸有料 

入館者比率 

ぷらっとレジ 

通過比率 
 

人 人 人 
 

    

6月 12,493 1,665 1,396 
 

13.3% 11.2% 

7月 19,936 2,295 1,988 
 

11.5% 10.0% 

8月 25,449 4,380 2,865 
 

17.2% 11.3% 

合計 57,878 8,340 6,249 
 

14.4% 10.8% 

       
※1：開陽丸青少年センター管理棟の出入口 3ヶ所に 6月から赤外線センサーを設

置(駐車場側,開陽丸記念館側,芝生側) 

※2：開陽丸記念館の見学者は 2回出入りするため、来客センサーの計測値は実

態より多目に出る傾向がある。 

※3：同じく、今年 4月から江差追分会館にもセンサーを取り付けて実数把握を行っ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開陽丸青少年センター管理棟側のセンサー 
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江差産ニシン活用促進対策事業 基本目標①事業№９ 回答書 ５Ｐ 

５月ニシンのぼり掲揚時の、ぷらっとえさしでのニシン唐揚げ無料配布 

  

 町内外のお客様に食を通して「江差＝ニシンで日本遺産」をアピールしました。 

 

ニシンまん製品化に向けた檜山振興局における試食会 

  

 江差観光まちづくり機構が企画し乙部町のホテルあすなろの調理スタッフに制作を持ち

かけた「ニシンまん」。 

 江差産ニシンの甘露煮をベースに高菜やショウガなどで餡を作り試作し、江差観光まち

づくり協議会や檜山振興局で試食会を開催。現在、製品化に向けて最終調整中です。 
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江差町観光まちづくり協議会の設立 基本目標②事業№１８ 回答書 ８Ｐ 

広域観光への取り組み～サイクルツーリズム～ 

 

広域観光のツールとして昨年度からいろいろな団体が動き出しています。この他、奥尻・

せたな両町と北海道観光振興機構の補助金を利用した事業の展開などが行われています。 

また、ここ数か月でスイスや台湾の団体が視察に訪れ、海外の送り手側と道南の迎える

側が道南広域でのサイクルツーリズムの可能性を意見交換しています。 

 

奥尻町・ハートランドフェリーとの３者連携による誘客宣伝 

  

飛鳥Ⅱ函館寄港時に、奥尻町とハートランドフェリー３者によるＰＲを実施。今後、奥

尻町との連携を強めていきます。 
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北海道江差観光みらい機構の運営強化 基本目標②事業№２０ 回答書 ９Ｐ 

大型ニシンのぼりによるＰＲ 

 

 

 昨年１０月に札幌地下

歩行空間で実施した石

狩、小樽など道内の認定

自治体による日本遺産Ｐ

Ｒイベント。 

 地下歩行空間では歩く

方々の注目を浴びていま

した。 

  

 

バーチャルリアリティーの利用状況 

  
平成３０年 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

人数     16 167 171 99 70 43 28 25 45 32 

回数     27 427 314 241 106 65 38 30 60 35 

  
令和元年（平成３１年） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

人数 17 16 20 46 71 25 52 47         

回数 23 18 46 77 95 42 79 67         

 伸び悩んでいることが数字からも見て取れます。教育旅行などへの活用について売り込

みをしていきます。 

 

 

バーチャルリアリティーによる江差の露出 

 制作元の業者は、姫路城や熊本城といった歴史的建造物をは

じめ街並みを自治体から受注し、今年９月現在で全国の国宝含

む 28史跡が同じアプリを利用し見ることができます。 

全国の歴史ファンが試したくなるようなラインナップであ

り、これら高名な地域と並んで関東以北で「江差町」だけがエ

ントリーされており、歴史ファンの目を引きます。 

アプリダウンロード数は全国で 56,846件。業者へも活用促

進の事例を確認しながら利用促進に力点を置いていきます。 
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バーチャルリアリティーで見える内容のイメージ 

「日本遺産」に認定された「江差の五月は江戸にもない－ニシンの繁栄が息づく町」と

題したストーリーをはじめとする江差町の魅力について、かつてニシンで繁栄した当時の

情景や観光スポット等を、バーチャルリアリティ（ＶＲ）などを活用し、町民や観光客が

体感することを通して分かりやすく伝えることを目的に制作しました。 

VR（バーチャルリアリティ）を視聴できるポイント（VRポイント）11箇所と、場所の

紹介ができるポイント（情報ポイント）20箇所を設定しています。 

 

 かもめ島が陸続きになる以前の江差をバ

ーチャルで再現。島が自然の防波堤として北

前船係留地だった姿を想像できる作りにな

っています。 

 

江戸時代、法華寺前からの景色を再現。 
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「日本一小さい道の駅プロジェクト」概要 

 

１．「道の駅江差」について 

（１）歴史 

・1986（昭和６１）年５月    「繁次郎像」設置 

・1993（平成 ５）年４月２２日 「道の駅江差」が道の駅として登録 

（北海道としては第 1期） 

（２）施設概要 

・売店施設 １３．７㎡、トイレ ７３．７㎡  合計 ８７．４㎡ 

・2019年３月のＳＴＶのテレビ番組の企画で、建築面積としては全国最小という結果。

（２番目 和歌山県古座川町の「道の駅 瀧之拝太郎」（103.3㎡）、３番目 大阪府

千早赤阪村の「道の駅 ちはやあかさか」（135.6㎡）） 

 

２．「日本一小さい道の駅プロジェクト実行委員会」 

◎プロジェクト立ち上げの背景 

道の駅めぐりをされている方で、全国制覇を成し遂げた複数の方から、江差町の道の駅

は、売店が入る建物としては日本一小さいというお墨付き。 

そこで、小さいからと悲観するのではなく、逆手に取って、小さいということを売りに

した道の駅をプロデュースしたいというアイディア。 

リノベーションにあたっては一人でも多くの人が関係するための仕掛け（関係人口） 

◆構成員－町役場追分観光課、地元建築団体、北海道大学・北海道教育大学函館校、 

東北芸術工科大学 

◆恵まれた立地 

○地域のヒーロー「繁次郎の像」を中心にできた道の駅 

○目前に広がる 180度に広がる北の日本海の絶景 

○青い海や沈む夕陽 

○冬には寒風が吹きつけ、東映映画のオープニング映像のような荒波が間近に迫

る 

 

３．道の駅の再生とエリアリノベーション構想策定のための企画コンペ 

（１）大学生２１名を４グループに分けてのコンペ 

平成３０年３月６日（火）～３月９日（金） ４日間 

目指すイメージ 

「道の駅江差」の最高のロケーションを最大限活かすため、建物を通り抜けがで

きるように改造し、小さい道の駅をくぐり抜けると、雄大な日本海が眼下に広がる

ようにしたいと考えています。また、限られたスペースを有効に活かすような作り・

内装にし、小さいながらも快適な空間。 

（２）コンペを基にした基本方針の決定と実施設計 

・WEB会議６回開催、実施設計は大学生 

地方創生推進交付金事業「空き家等リノベーション

プロジェクト」（大学と町民の活動拠点の整備） 

基本目標②事業№23 回答書 ９Ｐ 
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（３）五感で感じる“満足度ＮＯ．１”の道の駅に！ 

「視覚」では、広大な日本海と、その中に浮かぶ「かもめ島」の絶景 

「聴覚」では、かもめの鳴き声、打ち寄せる波の音や吹きつける風の音 

「嗅覚」では、日本海の磯の香 

「触覚」では、砂浜や海水の心地良さや「たば風」と呼ばれる江差特有の強い風 

「味覚」では、古くから伝わる地元ならではの食 

 

４．クラウドファンディングでの資金調達 

○“all or nothing”型での挑戦→町長の意向  ○目標額 200万円 

 

５．ソフト面で来館者を楽しませる工夫 

○小さいものばかりを集めた“ミュージアム”  

○町内のお店などにも協力していただき、商品のミニ版を作ってもらう 

 

６．最も大きな成果 

○多くの方が携わってできた（現在も進行している）プロジェクト 

[コンペと審査４０名、クラウドファンディング２６５名、商品作り] 

○住民の商品作り参加 

 

７．今後期待する成果 

○町内におけるリノベーション機運  ○新たな販売商品の開発 

 

８．支出内訳 

 庁  費 ＣＦ等寄付金 合  計 備   考 

建物改築費 1,895,400   庁費は建物本体の改

築、ＣＦ寄付金はその他

使途と分けながら着手。 

CF 寄付金 2,622 千円

と「CF 等寄付金」の差

は、CF終了後の寄付金。 

電気・電話工事  1,023,814  

ｳｯドﾃﾞｯｷ設置工事  393,120  

ＣＦ会社手数料  524,400  

寄附返礼品  552,070  

その他経費  246,652  

合計 1,895,400 2,740,056 4,635,456  
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大学と町民の活動拠点の整備 基本目標②事業№２２ 回答書 ９Ｐ 

道の駅江差のリノベーション概要 

旧道の駅 リノベーション後 

  

 

来館者のスペースは３畳ほど 

 

玄関からは正面に海を見ることができる 

 

 

販売物も小さいものにこだわった販売物 

 

小さい物を集めたディスプレイ 

 
桐の下駄本物とミニチュア 
下駄本体も鼻緒も本物を作る職人の手作り 

 

町のエントランスとして、今は町内で味わえ
る「秋のスイーツ」特集で街中へ誘う 
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道の駅プロジェクトから広げる「観光関係人口」 

 

 

江差が目指す観光の一つには、江差のファンを一

人でも多くしながら何度も訪ねてもらうもの。関

係人口を増やしながら来る人も迎える人も経済が

回り精神を豊かにするものがあげられます。 

南桧山あゆみ共同作業所の通所者は、ミニこうれ

んの製造販売を通して江差観光の一部を担ってい

るという自負を持ち、目を輝かせています。 

作業所側の卸価格は 258円で販売＠350円。３か

月ほどで 280袋（5枚入り）程度の販売ですから

まだまだ経営などとはいきませんが、観光を通し社会とつながる道を増やし、新しいことにもチ

ャレンジを始めています。 
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日本遺産登録(H29) 基本目標②事業№２９ 回答書 １１Ｐ 

日本遺産を観光客の皆さんの実感できるような事業展開 

 
上の写真は街中に設置している看板。 
昨年度に多言語化で更新した看板６枚には日本遺産マークを入れてあります。 
 

 

写真は函館空港の手荷物受取ターンテーブルに５か月間置いたオブジェで、今は江差追
分会館で観光客を迎えています。 

 

21 ページ



インバウンド対策 基本目標②事業№４１～４３ 回答書 １７Ｐ 

訪日外国人宿泊客述数【推移】 

年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 

中国 0 2 12 11 16 21 

韓国 0 9 1 8 12 6 

台湾 0 0 8 26 31 21 

香港 6 0 2 6 55 25 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 0 0 2 1 7 13 

ﾏﾚｰｼｱ 8 0 1 0 0 0 

タイ 0 0 0 0 0 0 

ベトナム 2 0 0 0 0 6 

イギリス 0 0 4 0 0 2 

フランス 0 1 0 0 0 2 

ドイツ 4 0 0 2 4 2 

アメリカ 1 0 1 25 10 12 

カナダ 21 0 0 2 2 0 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 0 0 1 0 0 5 

その他 0 28 12 6 4 6 

計 42 40 44 87 141 121 

観光施設の多言語化 

旧檜山爾志郡役所 江差追分会館・山車会館 
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江差町北部基盤整備事業 なし なし 

農地流動化促進補助創設 基本目標①事業№7 回答書 3P 

農業機械購入費用助成 基本目標①事業№13 回答書 5P 

 

○課題 

下記図-①のとおり、平成 27年時点では 70歳以上の農業者が耕作する農地は 205haですが、

令和７年には 70歳以上の農業者が耕作する面積は倍以上の 445haとなる予想であり、農業者の

高齢化と担い手の確保が課題となっています。 

 また、担い手農業者の不足から、１経営体当たりの耕作面積が増加していることや、耕作地

が分散しているため農作業が効率的ではない状況となっており、農地の集積・集約化が課題と

なっています。 

 

江差町の農業の課題と今後の方策について 

（図-①） 
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○今後の方策について 

 １．江差町北部基盤整備事業 

 前述の課題解決に向けた方策の一つ及び約 40年経過した既存施設の老朽化対策として、下記

図‐②で示しているとおり、江差町北部地区を 5地区に分け基盤整備事業を計画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年度より水堀地区（上記図‐②中の①の地区）について、調査・設計を行い、圃場の

区画を現在の約 0.3ha の区画から、1ha～3ha 規模への大区画（下記図-③参照）を計画してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図-②） 

（図-③） 

①水堀地区 ③鰔川地区 

⑤中網・小黒部地区 

④朝日地区 

②柳崎・越前地区 

総事業期間：令和 3年度～令和 23年度（予定）    総事業費：9,230,000千円（概算） 

水堀地区事業期間：令和 3年度～令和 11年度（予定） 水堀地区事業費：1,980,000千円（概算） 
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２．農地流動化補助金 

 29年度 30年度 R元年度 

助成件数 11件 17件 16件（見込み） 

 売主 7件 10件 11件 

買主 4件 7件 5件 

助成金額 748千円 2,629千円 2,045千円（見込み） 

  農地流動化促進補助金については、平成 29年より令和 4年までの 6年間の間に、町内在住 

の担い手農業者に対し農地（田）を売った者及び町内在住の農業者で農地（田）を買った者 

に対して、補助金を交付する事業です。 

  補助金交付により、農地の流動化を促進し、農地の耕作放棄地化の防止及び担い手農業者 

へ農地を集積・集約化することにより、農業経営の規模拡大、コスト縮減を図り、持続的で 

安定した農業経営を促進するため実施しております。 

 

３．スマート農業の推進 

基盤整備事業等で集約される農地を効率よく作業するためのスマート農業（無人トラクタ 

ーやドローンによる防除などの遠隔操作や、ハウス栽培の遠隔監視など）に対する機械導入 

の補助を検討する必要があります。 

 

 ４．その他これまで取り組んできた事業について 

 ・農業機械購入費用助成 

 27年度 28年度 29年度 30年度 R元年度 計 

助成件数 9件 16件 16件 6件 1件 48件 

助成金額 4,014 7,132 6,346 2,250 500 20,242 

導入費用 11,089 21,008 23,173 6,261 3,000 64,531 

 

  農業機械購入費用助成については、平成 27年度から令和元年度までの 5ヵ年の間で 1農業 

 者につき 1回（購入金額の 1/2かつ 50万円が上限）の助成を行ってきたもので、要望調査を

行った上で希望者が一巡したところであります。 

（金額単位：千円） 
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産卵誘発剤注射 

(上)メス 注射後～１時間半 

(下)オス 注射後～１時間 

受精作業 受精卵 

(受精後３時間) 

給餌 

（濃縮キートセラス） タマネギネットで採苗器作成 ネット投入 沖だし 

ナマコ栽培漁業研究事業 基本目標①事業№８ 回答書 ４～５Ｐ 予算額：1,300千円 
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檜山産マナマコのエビ子煮 

（檜山海参フェスタ2019試食交流会） 

平成３０年度において 

「北海道新技術・新製品開発賞」を受賞 
令和元年５月２３日 北海道立工業技術センター研究成果発表会 展示 

フリーズドライ赤ナマコ、ナマコチップス、檜山海参石けん 
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がんばる商店街応援補助事業 基本目標①事業№17 回答書 ７Ｐ 

江差町の商店の現状 

江差町市街地にある既存商店街は、町の人口減少に加え経営者の高齢化や後継者不足な

どの問題により商店数が大きく減少している状況にある。他業種の店舗が混在した商店街

から生鮮食品や雑貨を扱う店舗などが姿を消し、商店街としての機能を失いつつあり、大

型スーパーなどと比較し購買力が低下し顧客数が激減する結果となっている。 
このままでは、地域に密着し、近隣住民の買い物先として、特に近隣のお年寄りや交通

弱者などが利用している既存商店街が存続の危機にある。【表１】【グラフ１】    

  

商店数
S49 S54 S57 S60 S63 H3 H6 H9 H11 H14 H16 H19 H24 H26 H28

人　口 14,387 14,033 13,559 13,263 12,602 11,927 11,273 10,980 10,832 10,422 10,064 9,819 8,704 8,525 8,109

商店数 247 223 237 229 235 236 215 207 199 178 168 150 118 111 117
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江差町の商店数の推移 

卸売業 小売業 人 口 

【表１】 
【グラフ１】 
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現在、江差町市街地には大きく２つの商店街で形成されており、近年になり、大手ドラ
ッグストアやコンビニエンスストアが市街地へ進出してきたことから、商店街で買い物を
する顧客が減少する傾向にある。【図１】 

 
今後、商店街の維持については、江差商工会や関係機関とも連携し、商店街が主体とな
った行事への支援による賑わいの創出や商店等の店舗や設備の更新に対する支援、キャッ
シュレス化への取組みに対する支援などを検討していきたい。 
また、すでに実施している対策としては、がんばる商店街応援補助として、【表２】のと
おり各商店街の事業に補助を実施している。 
江差町市街地にある既存商店街は、町の人口減少に加え経営者の高齢化や後継者不足な
どの問題により商店数が大きく減少している状況にある。他業種の店舗混在した商店街か
ら生鮮食品や雑貨を扱う店舗などが姿を消し、商店街としての機能を失いつつあり、大型
スーパーなどと比較し購買力が低下し顧客数が激減する結果となっている。 
このままでは、地域に密着し、近隣住民の買い物先となり、特に近隣のお年寄りや交通
弱者などが利用してきた既存商店街が存続の危機にある。  
○がんばる商店街応援補助金実績                      【表２】 

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

●法華寺通り商店街(282千円) 

・夜市，まんぷく茶屋，花壇，ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ 

●幼稚園通り賑わいの会(226千円) 

・幼稚園通り飲食店大感謝祭 

●山の上商盛会(166千円) 

・追分大会，なべ祭りでの商店街 PR事業 

●歴まち商店街組合(334千円) 

・江差北前のひな語り 

●江差中央商店街(242千円) 

・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ事業，花壇 

●愛宕町商店街(250千円) 

・姥神大神宮渡御祭応援ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ 

●法華寺通り商店街(284千円) 

・夜市，まんぷく茶屋，花壇，ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ 

●幼稚園通り賑わいの会(280千円) 

・幼稚園通り飲食店大感謝祭 

●山の上商盛会(173千円) 

・追分大会，なべ祭りでの商店街 PR事業 

●歴まち商店街組合(380千円) 

・江差北前のひな語り 

●江差中央商店街(303千円) 

・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ事業，花壇 

●江差商工会(880千円) 

・商店街ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ 

●法華寺通り商店街(248千円) 

・夜市，まんぷく茶屋，花壇，ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ 

●幼稚園通り賑わいの会(61千円) 

・幼稚園通り飲食店大感謝祭 

●山の上商盛会(143千円) 

・追分大会，なべ祭りでの商店街 PR事業 

●歴まち商店街組合(308千円) 

・江差北前のひな語り 

●江差中央商店街(265千円) 

・ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ事業，花壇 

●江差商工会(475千円) 

・商店街ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ  
29 ページ


	05 ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ交流ｾﾝﾀｰ･ｱﾐｭｰｽﾞｼｰﾌｪｽﾀ資料 R010930
	スライド番号 1
	ESASHI-AMUSE-SEA-FESTA

	可視化資料1式 R011002
	04 ひやまﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾚｼﾞｬｰｶﾞｲﾄﾞ(抄) R010930
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	可視化資料1式 R011002
	01 ふるさと納税 R011002
	令和元年度第１回 江差町総合戦略検証委員会  可視化（見える化）資料
	江差町ふるさと応援寄附金の概要（ふるさと納税） 　　　　　　「小さな町の大きな挑戦」～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～
	スライド番号 3

	02 まちづくり推進交付金 R011002
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	03 ひやま食･観光ﾌｪｱ R010930
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	04 ひやまﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾚｼﾞｬｰｶﾞｲﾄﾞ(抄) R010930
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	05 ﾏﾘﾝｽﾎﾟｰﾂ交流ｾﾝﾀｰ･ｱﾐｭｰｽﾞｼｰﾌｪｽﾀ資料 R010930
	スライド番号 1
	ESASHI-AMUSE-SEA-FESTA

	06 追分観光課 可視化資料1式 R010930
	07 産業振興課 可視化資料(農務事業) R011002
	08 産業振興課 可視化資料(ナマコ栽培) R011002
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	09 産業振興課 可視化資料(商工係) 商店の現状 R011002



